
資料 1（第 2 回まちづくりガイドライン検討協議会） 

第 2 回 

健康と文化の森地区まちづくりガイドライン検討協議会 

 

日時：2025 年（令和 7 年）3 月 10 日（月） 

10 時 00 分～ 

場所：藤沢市役所本庁舎８階 8-1・8-2 会議室 

 

次 第 

 

１．開会 

 

2．議事 

  （１）第 1 回まちづくりガイドライン検討協議会の振り返り/資料２ 

産学公連携協議会の情報共有/資料３ 

（２）ガイドライン１～３章（対象区域やまちづくりの動向等）の 

素案の提示について 

（３）ガイドライン４章（誘導方針）のたたき台の提示について 

 

３．閉会 

資料 4、資料 5 
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資料 2（第 2 回まちづくりガイドライン検討協議会） 

■第 1 回まちづくりガイドライン検討協議会の振り返り 

 

開催日時： 令和 6 年 11 月 6 日(水)13 時半～ 

主な意見： 下表の通り 

 
 

点観 主な意見 

地
区
の
ポ
テ
ン
シ
䣺
ル 

地区のポテンシャルについて、上位計画や近年のトレンドなどを参照すると書かれている

が、土地の現状、キャラクターなどを改めて確認する機会を設けるとよい。単に近年のト

レンドだけでなく、藤沢市の中での地区のポジションなどを重視できるとよい。 

地区のポテンシャルをうまく取り込んでいけるとよい。 

藤沢市の都市拠点のうち、江の島と健康と文化の森だけ、駅に関する言及がない。施設で

はなく、土地そのものにポテンシャルが秘められていると感じる。 

大
学
と
の
連
携 

学生と地域の人々が共に過ごせる空間（飲食店等）を積極的に創出してほしい。 

大学との交流の場や機会の創出も念頭に置きたい。 

「SFC は今までにない開かれた場所」という認識を持ち、ガイドラインに反映していきた

い。コミュニティ施設ゾーンとその周辺の連携を考えているが、授業の一部としてではな

く、授業や課題の時間以外でも、学生がまちで過ごしてくれるようなエリアを目指した

い。 

地域の既存の資源を大切にすべきと考える。例えば、SFC そのものが大きな資産であり、

特に産業系ゾーンや商業住居ゾーンなどを作っていくうえで参照できると感じる。 

エ
リ
ア
の
連
続
性 

土地区画整理事業施行区域を境に分断して検討するのではなく、一体的な環境の作り方や

規範などは、SFC 敷地内も適宜参照しながら検討していくとよい。 

新
駅
開
業
前
後 

の
検
討 

駅ができるまでは、駐車場なども含めて検討が必要である。いつか鉄道が延伸されること

を願っている。乗降者が増えるような計画を作ってほしい。 
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観点 主な意見 

農
業 

農地が徐々になくなっていくと思うが、JA やマルシェなど個人直売所をやっている人も

いるので、スーパーだけでなく、月 1 回、週 1 回でもよいので地場野菜を販売するイベン

トなども検討していってほしい。 

防
災
・
環
境
共
生 

郵便局付近など、浸水対策は十分にやってほしい。数年前に数回浸水したエリアで開発が

進んでいくため、遊水池の設定など早急な対応をお願いしたい。 

防災は、ガイドラインにおいても重要な事項である。 

災害の視点は重要である。単に調整池で課題を解決しようとするのではなく、開発と環境

のバランス、グリーンインフラなども視野に入れ、開発が環境改善に繋がるような相乗効

果の環境共生を目指したい。 

地
権
者
の
配
慮 

理想を求めてガイドラインを作成していくと思うが、地権者が常に減歩の数字を想定して

悩んでいることは理解してほしい。 

経
済
効
果 

本地区がまちとして形成されていくうえで、経済効果やビジネス性は検討すべきである。 
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産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

資料３（第2回まちづくりガイドライン検討協議会）



産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有
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1. プランの
位置づけ

■産学公連携実行プランの構成イメージ

2. 策定の
背景

3. 目指す姿 4. 展開する
施策

5. プランの
推進体制

■産学公連携のあり方について

• 産学公連携のあり方を考えるにあたり、本連携協議会とは別に次の取組を実施。

 企業へのアンケート・ヒアリング及び意見交換
（大学との連携や立地に対する考え方）

 慶應義塾大学へのヒアリング及び意見交換
 学生へのヒアリング及び意見交換
（SFCの学生、他大学の学生）

 近隣住民へのヒアリング及び意見交換

 研究所の進出は不透明。また、スタートアップやベンチャー
企業が大学連携を期待しているが、見込みは不透明。

 企業立地の判断においては、老朽化や手狭になったこと
に起因するケースが多い。また、人材確保の観点から住
環境を重視する傾向。

 SFCでは理系、文系に捉われない活動が多く、一般的な
産学公連携にはなりづらい。

 まちとの関わりに関心がある学生が潜在しており、産業系
の連携だけでなく、商業施設等における連携にも期待。

 起業をめざす学生に対しての支援も必要。

取り組み内容 ヒアリング・意見交換より見えてきた事
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■産学公連携のあり方について（つづき）

SFC
SFC

★本地区の産学公連携に求められる事は...

企業と大学との連携によるビジネス育成も重要だが、地域や大学学生に
よる活動拠点の形成にも重きを置いた取組が求められる

• 地域と学生の接点を創出してなかった
• 学校以外に立ち寄る施設を設けてな
かった

• まちづくりに携わる機会を供与してな
かった

• 地域と学生の交流でまちが活性化する
• 学校以外にも立ち寄る施設があり、まち
の関係者が増える

• まちづくりに携わることでまちに愛着を 持
つ事ができる

産学公連携による
まちづくり
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■産学公連携協議会での意見交換で挙がった主なキーワード

大学と地域の
つながり創出

 地域の催し物への大学
の参加

 各主体のwin-win関
係構築・メリット提示

インキュベーション

 起業アクションのハードル
 リビングラボ・ショーケース
 実証実験の場としての活用
 マーケットサイズとビジネスの
スケール化

コーディネート
・マッチング

 双方向の継続的な
チャンネル創出

 公平性・中立性確保
 属人化抑制
 遠藤地区のPR

コミュニティの場づくり

 リビングラボ・サードプレイス
 フレキシブルな空間
 まちの余剰・可変性の創出

学生のモチベーション・
キャリア形成

 プロジェクトへの高い参画
意欲

 キャリアに繋がる経験
 実証実験への参画と研究
への展開
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藤沢市（以下「本市」という。）では、「郷土愛あふれる藤沢 ～松風に人の和うるわし
湘南の元気都市～ 」を都市像と設定し、この実現に向けて、 「藤沢らしさを未来につなぐ
持続可能・元気（サステナブル）」「共生社会の実現をめざし誰一人取り残さない（イン
クルーシブ）」「最先端テクノロジーを活用した安全安心で暮らしやすい（スマート）」
をコンセプトと位置付けています。

また、本市の西北部地域（遠藤・御所見地区）では、将来像を「農・工・住が共存する
環境共生都市」とし、保全を基調としつつ、産学公連携による活力創出、都市と田園の魅
力が融合したクラスター型構造からなる、都市基盤形成の取組を進めています。

西北部地域のうち「健康と文化の森地区」（以下「本地区」という。）は、市の都市拠
点の一つに位置付けられており、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスを中心とした 「大学と
一体となったまちづくり」を目指し、計画的に市街地整備を進めています。また、将来的
にいずみ野線の延伸とともに新駅の設置が想定されており、高いポテンシャルを有してい
ます。

市街地整備における土地利用の転換に当たっては、「まちづくりの誘導方針」を示し、
市民・企業・関係団体・行政などと共有し、多様な主体との連携・協働による持続的に発
展するまちづくりに取り組むことを目的として、「健康と文化の森地区まちづくりガイド
ライン」（以下「ガイドライン」という。）を策定します。

ガイドラインの対象区域は、藤沢市の西北
部に位置し、小田急江ノ島線及び相鉄いずみ
野線、横浜市営地下鉄ブルーラインが乗り入
れる「湘南台駅」より西へ約3kmの距離に位
置します。

対象区域の範囲は、平成28年（2016年）に市街化区域に編入し、慶應義塾大学湘南藤沢
キャンパス（以下「慶應義塾大学SFC」という。）や湘南慶育病院などが立地する区域と、令
和6年（2024年）に新たに市街化区域に編入した区域を合わせた約80.5haの区域とします。

約3km
湘南台駅

対象区域

藤沢市



2

神奈川県（広域的計画）

◆新かながわグランドデザイン
◆かながわ都市マスタープラン

・かながわ都市マスタープラン・地域別計画

藤沢市（総合計画）

◆市政運営の総合指針2024※

基本方針 重点方針

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
）

藤沢市都市マスタープラン
（都市計画に関する基本的な方針）

全体
構想

藤沢市立地適正化計画
（住宅及び都市機能増進施設の

立地の適正化を図るための計画）

地区別
構想

分野別計画

◆藤沢市都市交通計画
◆藤沢市自転車活用推進計画
◆藤沢市緑の基本計画
◆藤沢市景観計画
◆藤沢市西北部地域総合

整備マスタープラン 等

健康と文化の森地区まちづくり基本構想
（平成27年3月策定）

健康と文化の森地区
まちづくりガイドライン
【本ガイドライン】

まちづくりのビジョンやテーマ
・目標像
・ライフスタイル

健康と文化の森地区まちづくり基本計画
（平成28年3月策定）

↓
まちづくりの方向性、方針、イメージ

・テーマ別まちづくり
・土地利用や都市施設

健康と文化の森地区
産学公連携
実行プラン

土地利用規制・誘導
（地区計画での指定 等）

まちづくりのビジョンやテーマ

具体化・詳細化

本市では、市政運営の考え方や方針、施策を位置
づけるものとして、「藤沢市市政運営の総合指針
2024」を策定しています。また、市町村の都市計画
に関する基本的な方針にあたる「藤沢市都市マス
タープラン」は、時代変化を的確に捉え、新たな視
点も踏まえた都市機能の創出を図るべく、平成30年
に部分改定しました。

本地区では、まちづくりの方向性や取組の方針、
整備のイメージを示すものとして、平成27年3月に
「健康と文化の森地区まちづくり基本構想（以下、
「基本構想」という。)」を、平成28年3月に「健康
と文化の森地区まちづくり基本計画（以下、「基本
計画」という。)」を策定しています。

ガイドラインは、各種関連計画や市民・学識経験
者・関係団体の意見なども踏まえながら、健康と文
化の森地区におけるまちづくりの誘導方針を示すも
ので、関係者間で本地区全体の将来像を共有し、そ
の実現に向けてまちづくりを適切に誘導する指針と
なると同時に、地区計画の決定に向けた検討の指針
とします。

今後、本地区で計画されているいずみ野線の新駅
設置が具体化した際や、社会潮流に大きな変化が生
じた際など、まちを取り巻く状況が変化した際には、
柔軟に更新を図るものとします。

補強・拡充
して

取り込み

市のめざす都市像や基本目標を掲げた
もので、その実現に向けてまちづくり
テーマと重点施策を定めている
【健康と文化の森整備事業は・・・】
都市の機能と活力を高める重点事業と
して位置付け

「市政運営の総合指針」と整合を図り
つつ都市づくりの将来ビジョンを具体
化し、都市計画に関する基本的な方針
を定めている
【健康と文化の森地区は・・・】
学術文化新産業拠点として都市拠点の
一つに位置付け

「都市マスタープラン」を踏まえて、
本地区のまちづくりの方向性や取組の
方針、整備イメージを示すもの
【健康と文化の森地区は・・・】
まちづくりのめざす姿:みらいを創造
するキャンパスタウン
「環境共生」「健康・医療」「農を活
かす」「活力創造・文化・交流」の４
つのテーマ別まちづくりの取組方針や
土地利用・都市施設等 について提示

「まちづくり基本計画」を踏まえて、
具体化・詳細化を図り実施計画として
今回とりまとめ

まちづくりの誘導に
係る部分を反映

推進
方策

※現在「市政運営の総合指針2028」の策定に向けた検討を進めています。
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本市は、東京都心部から50km圏域内にあり、神奈川県の南部中央部に位置しています。 「新かながわグランドデザイン」において、本市が含まれる湘南地域圏としては、
次の方向で政策展開を行うこととされています。

・地域間の交流や広域的な連携を強化するため、交通ネットワークの整備や、オリンピッ
クレガシーを継承する湘南港などを活用した海上交通の充実に取り組むとともに、環境
との共生や新たな地域拠点となるまちづくりを進めます。

・山・川・海の連続性に着目して水源地域の森林や里地里山、農地、河川、海岸の保全・
再生の取組を推進し、これらの豊かな自然や地域の様々な歴史・文化資源を活用した観
光振興などを通じて、地域の個性と魅力を高めていきます。

・総合特区制度などを活用しながら、産学公の交流や連携を促進し、新たな産業の創出・
育成や地域産業の活性化を図るとともに、持続可能な地域をつくる人材育成にも取り組
みながら、農林水産業の振興などに取り組みます。

本市周辺には、ＪＲ東海道本線、
小田急江ノ島線、江ノ島電鉄線、
湘南モノレール、横浜市営地下鉄
ブルーライン、相鉄いずみ野線な
どの鉄道が整備されており、広域
公共交通網が発達しています。

本地区周辺には、路線バスも
多く運行しており、主なバス会
社は神奈川中央交通、江ノ電バ
スです。

また本地区には、７つのバス
停留所があり、バスを利用して
周辺の主要な鉄道駅へアクセス
することが可能です。



4

「かながわ都市マスタープラン・地域別計画」において、近隣の4市3町（平塚市、茅ヶ崎
市、秦野市、伊勢原市、寒川町、大磯町、二宮町）とともに、本市を湘南都市圏域に位置づ
け、都市づくりの目標を『山なみをのぞみ、海と川が出会い、歴史を活かし文化を創造する
都市づくり』とし、『環境共生』と『自立と連携』の基本方針が設定されています。

連携の面では、「南のゲート」による全国との交流連携を県土の東西方向へと拡大させて
いくため、県土連携軸として「横浜県央軸」を構成する「相鉄いずみ野線」の延伸に取り組
むこととされています。

また、「南のゲート」や「ツインシティ」への連絡を支え、強化する都市連携軸として、
「藤沢寒川軸」等を位置づけ、新たなゲートや環境共生モデル都市の機能を湘南都市圏域の
内外に広めるなどとされています。




